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東
浦
町
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

議案
番号 議　案　名 結果

承認３ 令和４年度東浦町一般会計補正予算（第２号）の専決処分の承認を
求めることについて

可決

議案22 東浦町職員の公正な職務の執行の確保に関する条例の一部改正について
議案23 東浦町手数料条例の一部改正について

議案24 令和４年度東浦町一般会計補正予算（第４号）＊計数整理により第３号から第４号へ変更

議案25 令和４年度東浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案26 工事請負契約の締結について（三丁公園整備工事（３－２））

議案27 令和３年度東浦町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

議案28 町道路線の認定について

議案29 令和４年度東浦町一般会計補正予算（第３号）＊計数整理により第４号から第３号へ変更

議案30 令和４年度東浦町一般会計補正予算（第５号）

議案31 令和４年度東浦町水道事業会計補正予算（第１号）

議案32 令和４年度東浦町一般会計補正予算（第６号）
意見書
案１ 原油価格・物価高騰への対策強化を求める意見書（議員提案）

全会一致で決定した案件

PickUp
2

６
月
６
日
～
23
日

６
月
定
例
会

６月定例会の概要
本会議【開会】
町から議案について説明。

6
6 本会議【一般質問】

13人の議員が町政全般について質問。

P６～

常任委員会
３常任委員会
で付託された
議案を審査。
委員会として
の賛否を決定。
議案第26号は２つの委員会に関連
しているため、経済建設委員会・
総務委員会連合審査会において議
案を審査。

・総務委員会
・文教厚生委員会
・経済建設委員会

P４～6
15・16・17

6
8・9

本会議【議案質疑・委員会付託】・文教厚生委員会
議案質疑、議案第29号のみ文教厚生委員会付託・委
員長報告・報告への質疑・討論・採決。その他の議
案を各常任委員会へ振り分け。

6
13

本会議・文教厚生委員会【閉会】
議案第32号の追加上程・説明・議案質疑・文教厚生
委員会付託。
３常任委員会委員長による審査経過および結果報告・
委員長報告への質疑。議案討論・採決。

6
23

※「議」は議長（採決に加わらない）、○は賛成、●は反対

賛否が分かれた案件

議案
番号 議　案　名 結果

親和会 清流会 公明党東浦 庶民
倶楽部 高志会 ひがし

うらの風 無所属 日本共産党
ひがしうら 無所属

山
下　
享
司

向
山　
恭
憲

鏡
味　
昭
史

間
瀬　
元
明

前
田　
明
弘

三
浦　
雄
二

水
野　
久
子

間
瀬　
宗
則

米
村
佳
代
子

秋
葉
富
士
子

山
田　
眞
悟

田
﨑　
守
人

長
屋　
知
里

小
松
原
英
治

杉
下
久
仁
子

大
川　
　
晃

承認１ 東浦町税条例の一部を改正する条例の専決処
分の承認を求めることについて

可決
議○○○○○○○○○○○○○●○

承認２ 東浦町都市計画税条例の一部を改正する条例
の専決処分の承認を求めることについて 議○○○○○○○○○○○○○●○
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＊議案第24号および議案第29号について、議案第29号令和４年度東浦町一般会計補
正予算（第４号）は、町より早期の議決依頼があり、６月13日に議決をしました。
　議案第24号令和４年度東浦町一般会計補正予算（第３号）は、６月23日に議決をし
たことから、議決の順に補正予算の号数を変更しました。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
へ
の

対
策
強
化
を
求
め
る
意
見
書

①
水
道
基
本
料
金
の
減
免

　

住
民・
事
業
者
の
令
和
４

年
９
月
か
ら
５
年
２
月
検
針

分
の
水
道
基
本
料
金
を
減
免

す
る
。新

居
も
該
当
す
る
か
。

住
ん
で
い
る
い
な
い
関

係
な
く
、
そ
の
期
間
の
検
針

結
果
に
よ
り
減
免
す
る
。

主
な
一
般
家
庭
で
は

３
９
０
円
×
６
カ
月
で

２
３
４
０
円
の
減
免
だ
が
、

単
身
や
複
数
世
帯
等
、
構

成
人
数
が
異
な
る
。
従
量

料
金
を
含
め
た
水
道
料
金

全
体
を
考
慮
し
た
か
。

単
一
の
施
策
で
全
て
平

等
に
物
価
高
の
影
響
を
補
完

す
る
政
策
が
打
て
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た

QAQA

一
食
当
た
り
小
学
校

２
５
０
円
、
中
学
校
２
９
０

円
の
１
割
を
補
助
。
今
後

は
栄
養
価
を
下
げ
な
い
範

囲
で
安
価
な
食
材
に
切
り

替
え
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
、
保
護
者
の
意
見
を
踏

ま
え
考
え
て
い
く
。

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
導
入
支
援
事
業

　
町
内
小
売
業
等
事
業
者
の

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
し
、

将
来
へ
の
事
業
展
開
を
促
進

す
る
た
め
、初
期
費
用
お
よ

び
手
数
料
を
補
助
す
る
。

何
店
舗
分
の
補
助
を
見

込
ん
で
い
る
か
。

初
期
費
用
の
補
助
は

３
万
円
×
10
事
業
所
、
手
数

料
の
補
助
は
２
万
円
×
50
事

業
所
を
見
込
ん
で
い
る
。

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
デ

ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
Ｑ
Ｒ
決

済
・
電
子
マ
ネ
ー
等
、
全

て
の
導
入
が
対
象
に
な
る

の
か
。

全
て
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
支
援
を
し
た
い
。

AQAQA

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
は
じ

め
国
際
情
勢
は
今
後
も
先
行

き
が
見
通
せ
ず
、
国
の
想
定

を
超
え
る
地
域
経
済
の
悪
化

や
地
方
自
治
体
の
行
財
政
運

営
の
深
刻
化
を
も
た
ら
す
恐

れ
も
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、

今
後
、
原
材
料
費
の
高
騰
が

企
業
収
益
の
悪
化
や
実
質
賃

金
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
需

要
が
減
退
す
る
場
合
に
は
、

今
回
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
需
要
の
停
滞
が
同
時
に
進

行
し
、
一
層
国
民
の
生
活
を

圧
迫
す
る
こ
と
も
憂
慮
す
る
。

　
今
後
も
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
、
消
費
に
対
す
る
深

刻
な
影
響
を
緩
和
す
る
に
は
、

現
行
の「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る『
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

中
で
、
基
本
的
な
部
分
と
し

て
基
本
料
金
を
考
え
て
い
る
。

②
小
中
学
校
給
食
費 

　
賄
材
料
費
補
助
事
業

　
令
和
４
年
７
月
か
ら
５
年

３
月
ま
で
、賄
材
料
費
の
上

昇
分
を
町
が
負
担
す
る
。

一
食
当
た
り
の
補
助
額
お

よ
び
物
価
高
騰
が
続
い
た

場
合
も
補
助
す
る
考
え
は
。

Q

既
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
導
入
し
て
い
る
事
業

者
も
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
。

新
た
に
導
入
し
た
事
業

者
の
み
が
対
象
予
定
で
あ
る
。

④
出
荷
・
販
売
用
資
材

　
購
入
費
補
助
事
業

　
農
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

出
荷・
販
売
用
資
材
の
購
入

費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

想
定
さ
れ
る
件
数
と
、

一
件
当
た
り
の
補
助
は
。

１
５
０
件
を
想
定
し
、

補
助
は
購
入
費
の
２
分
の
１
、

上
限
は
10
万
円
で
あ
る
。

QAQA

等
総
合
緊
急
対
策
』」に
と
ど

ま
ら
ず
、
国
の
積
極
財
政
に

よ
る
経
済
政
策
を
断
行
し
、

国
民
の
暮
ら
し
の
安
定
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
真
に
国
民
生
活
の
安

定
の
た
め
に
、
国
の
積
極
財

政
に
よ
る
経
済
政
策
を
行
い
、

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
へ
の

対
策
強
化
に
努
め
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
る
生
活
者
や
事
業
者
へ
の
国
の
支
援
事
業
。
交

付
限
度
額
は
１
億
３
２
６
6
万
５
千
円
。

※
対
象
事
業
は「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
」（
５
ペ
ー
ジ
）を
含
む
５
件
。

　
円
安
の
急
進
に
伴
う
原
油
価
格
や
諸
物
価
の
高
騰

は
国
民
生
活
を
直
撃
し
、
地
方
財
政
の
ひ
っ
迫
を
も

招
い
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
は
長
期
化
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

抜
本
的
経
済
対
策
を
国
に
求
め
る
。
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▲高値水準が続くガソリン

▲学校生活の楽しみの一つ
栄養も美味しさも変わらずに（東浦中学校）


